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一
、
は
じ
め
に

　

倭
国
に
仏
教
が
伝
来
し
た
六
世
紀
中
頃
以
来
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
仏
像
が
制
作
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
仏
像
を
古
代
・
中
世
の
人
々

が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
。
人
間
に
と
っ
て
仏
像
も
環
境
の
一
部
で
あ
る（

（
（

の
で
、
環
境
へ
の
心
性
史（

（
（

の
一
齣
と
し
て
考

え
て
み
た
い
。

　

そ
も
そ
も
仏
像
は
人
間
が
造
り
出
し
た
彫
像
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
古
代
・
中
世
史
料
か
ら
す
る
と
、
仏
像
は
汗
・
血
・
乳
・
涙

を
流
す
な
ど
、
様
々
な
不
思
議
を
現
す
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
代
の
我
々
が
博
物
館
で
鑑
賞
す
る
仏
像
と
は
か
な
り

相
違
す
る
。
仮
に
、
現
代
の
博
物
館
の
仏
像
を
基
点
と
し
て
、
そ
れ
を
「
仏
像
」
と
呼
ぶ
と
す
れ
ば
、
不
思
議
を
現
す
仏
像
は
「
仏

像
以
前
」
と
便
宜
的
に
区
別
し
て
み
た
い
。
宗
教
学
の
島
田
裕
巳（

（
（

氏
に
よ
れ
ば
、
寺
の
本
尊
と
し
て
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
仏
像
は
、

近
代
以
降
、
博
物
館
に
出
展
さ
れ
、
美
術
品
と
し
て
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
「
仏
像
以
前
」
と
は
信
仰
の
段
階
、
現
代
の
「
仏
像
」
は
美
術
品
の
段
階
と
重
な
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
の
最
初
に
、
諸
史
料
か
ら
「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
を
紹
介
し
て
み
た
い
。「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
の
多
彩
な
活
動
に
関
し
て
は
、

近
年
、
美
術
史
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
仏
像
は
生な

ま
身ま

（
生
き
て
い
る
）
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

仏
像
は
開
眼
（
入
魂
）
に
よ
っ
て
、
人
々
の
礼
拝
の
対
象
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
異
界
の
ホ
ト
ケ
を
造
形

化
し
た
仏
像
が
、
生
ま
身
の
姿
と
理
解
さ
れ
、
人
々
の
祈
り
に
応
え
て
不
思
議
な
こ
と
を
行
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
仏
像

は
も
と
よ
り
異
界
の
存
在
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
か
か
る
仏
像
と
同
様
の
不
思
議
は
、
基
層
信
仰
の
神
々
の
世
界
に
も
現
れ
て
い
た
。
古
代
の
神
々
と
仏
の
不
思
議
に
は

共
通
項
が
少
な
く
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
神
々
は
基
本
的
に
姿
形
が
見
え
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
神
々
の
不
思
議
も
、
仏
像

同
様
、
神
の
異
界
性
に
由
来
す
る
は
ず
で
あ
る
。
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以
上
を
前
置
き
と
し
て
、
そ
う
し
た
仏
像
の
異
界
性
、
不
思
議
を
現
す
存
在
を
、
古
代
・
中
世
の
人
々
の
心
性
に
遡
っ
て
検
討
し
、

「
仏
像
以
前
」
の
段
階
か
ら
仏
像
が
「
仏
像
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
仏
像
へ
の
認
識
の
変
化
を
環
境
へ
の
心
性
史

の
具
体
例
と
し
て
言
及
し
て
み
た
い
。

二
、
仏
像
の
不
思
議

―
「
仏
像
以
前
」
の
世
界

―

　

ま
ず
は
、「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
の
不
思
議
の
例
を
各
項
目
ご
と
に
分
類
整
理
し
て
紹
介
す
る
。
具
体
例
を
す
べ
て
取
り
上
げ
る

の
は
紙
幅
の
関
係
か
ら
も
困
難
で
あ
る
の
で
、
挙
例
は
原
則
、
一
例
に
止
め
て
い
る
。

（
1
）
仏
像
の
汗
・
血
・
乳
・
涙

　

イ
、
汗

〔
史
料
（
〕
相
模
国
、
八
月
十
日
国
分
寺
の
仏
流
す
汗
雨
の
如
し
。
同
廿
六
日
定
額
寺
大
仏
汗
下
す
流
れ
の
如
き
由
を
言
ふ
。

�

（『
日
本
紀
略
』
天
慶
三
年
〈
九
四
〇
〉
一
〇
月
己
未
条
）

〔
史
料
（
〕
又
平
等
院
よ
り
申
し
て
云
は
く
、
今
日
午
刻
、
阿
弥
陀
堂
の
仏
并
に
鏡
汗
出
づ
。
是
先
蹤
快
ら
ず
と
云
々
。
尤
も
慎
む

べ
し
慎
む
べ
し
。�

（『
玉
葉
』
文
治
二
年
〈
一
一
八
六
〉
九
月
戊
寅
条
）

〔
史
料
（
〕
は
相
模
国
の
国
分
寺
や
定
額
寺
の
仏
像
が
汗
を
雨
の
よ
う
に
流
し
た
と
い
う
記
事（

（
（

で
、〔
史
料
（
〕
が
一
番
古
い
と
み

ら
れ
る
。
確
か
に
仏
像
が
人
間
の
よ
う
に
汗
を
流
す
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
実
は
東
大
寺
大
仏
の
よ
う
な
金
属
製
の
仏
像
が

汗
を
か
く
（『
日
本
紀
略
』
寛
弘
二
年
〈
一
〇
〇
五
年
〉
九
月
辛
酉
条
）
の
に
は
理
屈
が
あ
る
。
金
属
の
コ
ッ
プ
に
水
滴
が
つ
く
の
を
思

い
起
こ
せ
ば
よ
い
わ
け
で
、
空
気
に
は
水
蒸
気
が
含
ま
れ
る
が
、
気
温
が
高
い
ほ
ど
水
蒸
気
は
多
く
含
ま
れ
る
。
そ
れ
が
冷
や
さ
れ

る
と
、
そ
の
表
面
に
水
滴
が
つ
く
の
と
同
じ
で
あ
る
。
現
代
で
も
金
属
の
仏
像
の
あ
る
寺
で
は
仏
像
の
汗
が
見
出
さ
れ
る（

（
（

。



　　　　4
　

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
仏
像
の
汗
は
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、〔
史
料
２
〕
の
平
等
院

の
阿
弥
陀
堂
（
鳳
凰
堂
）
の
仏
（
阿
弥
陀
如
来
像
）
は
木
像
（
寄
木
造
）
で
あ
る
。
木
像
が
汗
を
か
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
方
が
不
思
議
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
金
属
の
仏
像
の
汗
が
広
ま
っ
て
、
本
来
、
汗
を
か
く
は
ず
の
な
い
木
像
ま
で
汗
を
か
く
と
観
念

さ
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ロ
、
血

〔
史
料
（
〕
雍
熙
二
年
八
月
初
七
日
、
造
像
の
次
、
仏
牙
を
像
面
に
入
れ
、
巳
後
刻
に
至
る
。
時
に
仏
の
背
上
に
出
血
一
點
。
何
の

瑞
を
知
ら
ず
、
衆
人
咸こ

と
ご
とく

見
る
。
…�

（
奝
然
「
入
瑞
像
五
臓
具
記
捨
物
注
文
」）

〔
史
料
（
〕
は
奝ち

よ

然う
ね
んが

宋
に
入
り
、
擁
熙
二
年
（
九
八
五
）
に
中
国
で
釈
迦
像
を
作
ら
せ
て
、
日
本
に
も
ち
か
え
っ
た
。
そ
れ
が

京
都
嵯
峨
野
の
清
凉
寺
の
釈
迦
像
で
あ
る
。
奝
然
は
帰
国
直
前
、
台
州
で
現
地
の
工
人
に
木
彫
像
を
二
週
間
程
で
作
ら
せ
た
が
、
こ

の
仏
像
に
は
釈
迦
の
歯
が
納
め
ら
れ
、
体
内
に
絹
製
の
五
臓
六
腑
が
納
入
さ
れ
て
、
仏
像
は
生
ま
身
と
理
解
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。〔
史

料
３
〕
に
よ
る
と
、
八
月
七
日
、
仏
牙
（
歯
）
を
像
の
面
に
入
れ
る
と
、
巳
後
刻
（
午
前
一
〇
時
半
頃
）、
像
の
「
背
上
」
に
一
点
の

出
血
が
あ
っ
た
。「
衆
人
咸
く
見
る
」
と
は
、
こ
の
不
思
議
に
は
目
撃
者
が
お
り
、
間
違
い
で
は
な
い
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。

　

ハ
、
乳

〔
史
料
（
〕
諾な

楽ら

の
京
の
越
田
の
池
の
南
の
蓼
原
の
里
の
中
の
蓼
原
堂
に
、
薬
師
如
来
の
木
像
在
り
。
…
（
盲
目
の
母
親
）
像
の
面
に

向
ひ
て
、
以
て
称
礼
せ
し
む
。
逕
る
こ
と
二
日
に
し
て
、
副そ

へ
る
子
の
見
れ
ば
、
其
の
像
の
臆
よ
り
、
桃
の
脂
の
如
き
物
、
忽
然
に

出
で
垂
る
。
子
、
母
に
告
げ
知
ら
す
。
母
、
聞
き
て
食
は
む
と
欲お

も

ふ
が
故
に
、
子
に
告
げ
て
曰
は
く
、「
搏
り
て
吾
が
口
に
含
め
よ
」

と
い
ふ
。
之
を
食
へ
ば
甚
だ
甜あ

ま

し
。
便
ち
二
つ
の
目
開
き
ぬ
。
…�

（『
日
本
霊
異
記
』
下
―
一
一
）

　

仏
像
の
胸
か
ら
乳
が
出
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
平
城
京
の
左
京
九
条
四
坊
の
南
に
蓼
原
堂
が
あ
り
、
薬
師
如
来
の
木
像
が
安
置
さ

れ
て
い
た
。
そ
こ
に
七
歳
の
娘
を
連
れ
た
盲
目
の
母
親
が
困
窮
の
あ
ま
り
、「
我
が
命
一
つ
を
惜
む
に
非
ず
。
我
が
子
の
命
を
惜
む

な
り
。
一
旦
に
二
人
の
命
を
已
へ
む
。
願
は
く
は
我
に
眼
を
賜
へ
」
と
祈
っ
て
い
る
と
、
蓼
原
堂
の
経
営
に
当
た
る
檀
越
が
女
を
堂
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の
中
に
入
れ
、
木
像
に
向
か
っ
て
礼
拝
さ
せ
た
。
二
日
後
、
子
供
が
見
る
と
、
木
像
の
胸
か
ら
「
桃
の
脂
の
如
き
物
」
が
垂
れ
て
い

る
。
子
供
が
母
親
に
知
ら
せ
る
と
、
母
親
は
「
搏
り
て
吾
が
口
に
含
め
よ
」
と
い
っ
た
。
母
親
が
食
べ
る
と
、
大
変
お
い
し
か
っ
た
。

と
同
時
に
二
つ
の
目
が
開
い
た
。

　

蓼
原
堂
と
は
、
民
間
の
堂
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
う
し
た
場
に
貧
窮
民
が
身
を
よ
せ
、
そ
の
願
い
に
薬
師
仏
も
応
え
て
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
薬
師
仏
の
胸
か
ら
湧
き
出
し
た
「
桃
の
脂
の
如
き
物
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。〔
史
料
（
〕
の
終
わ
り
に
あ
る
「
甜
」

と
い
う
言
葉
は
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
う
一
か
所
あ
っ
て
、
中
―
二
で
は
「
母
の
甜
き
乳
」
と
あ
る
。
薬
師
仏
の
木
像
の
胸
か
ら
も

母
乳
が
出
た
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

　

ニ
、
涙

〔
史
料
（
〕
…
（
証
空
）
と
し
ご
ろ
の
本
尊
、
絵
像
の
不
動
尊
に
む
か
ひ
て
、「
今
生
の
命
は
師
に
か
は
る
。
ね
が
は
く
は
、
明
王
、

臨
終
正
念
に
し
て
こ
ろ
し
給
へ
」
と
い
ひ
て
ぬ
か
づ
き
け
れ
ば
、
絵
像
の
不
動
尊
、
眼
よ
り
紅
の
涙
を
な
が
し
て
、「
汝
は
師
に
、

我
は
行
者
に
か
は
ら
ん
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
証
空
病
や
み
、
智
興
命
い
き
ぬ
。
…�

（『
宝
物
集
』
四
）

『
宝
物
集
』
に
は
、
園
城
寺
の
智
興
は
病
に
か
か
り
危
篤
と
な
っ
た
。
陰
陽
師
の
安
倍
晴
明
は
、
身
代
り
を
た
て
れ
ば
命
が
助
か

る
と
い
う
。
多
く
の
弟
子
た
ち
の
中
で
、
た
だ
一
人
、
若
い
弟
子
の
証
空
が
身
代
り
を
申
し
出
た
。
智
興
と
証
空
が
命
の
入
れ
替
え

を
す
る
と
、
証
空
は
重
病
と
な
っ
た
。
証
空
は
、
長
年
、
祈
っ
て
い
た
不
動
明
王
の
絵
像
に
「
今
生
の
命
は
師
に
か
は
る
。
ね
が
は

く
は
、
明
王
、
臨
終
正
念
に
し
て
こ
ろ
し
給
へ
」
と
い
っ
て
祈
っ
た
。
そ
の
時
、
不
動
明
王
の
絵
像
は
眼
か
ら
血
の
涙
を
流
し
、「
汝

は
師
に
、
我
は
行
者
に
か
は
ら
ん
」
と
い
う
と
、「
証
空
病
や
み
、
智
興
命
い
き
ぬ
」
と
あ
る
。
な
お
、『
発
心
集
』
六
―
一
に
も
ほ

ぼ
同
様
の
話
が
載
る
が
、
こ
の
後
に
「
か
の
本
尊
は
伝
は
り
て
後
、
白
河
院
に
お
は
し
ま
し
け
り
。
常
住
院
の
泣
不
動
と
申
す
は
こ

れ
な
り
。
御
目
よ
り
涙
を
流
し
た
る
形
、
げ
に
さ
や
か
に
見
え
給
へ
り
け
る
と
ぞ
」
と
あ
っ
た
。

　

こ
の
話（

（
（

は
仏
像
で
は
な
く
、
絵
像
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
絵
像
も
仏
像
同
様
の
ふ
る
ま
い
を
す
る
。
絵
像
は
、
第
一
に
「
汝
は
師
に

か
は
る
。
我
は
汝
に
か
は
ら
ん
」
と
い
う
声
を
出
す
不
思
議
。
第
二
に
証
空
の
命
の
身
代
わ
り
に
な
る
（
代
受
苦
）
と
い
う
不
思
議
、
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第
三
に
目
か
ら
血
の
涙
を
流
し
た
と
い
う
不
思
議
で
あ
る
。
し
か
も
、
不
動
明
王
の
絵
像
は
白
河
上
皇
の
御
所
や
常
住
院
に
伝
来
し
、

赤
い
血
の
涙
の
跡
が
は
っ
き
り
見
え
る
。
こ
の
第
三
の
件
は
本
話
を
真
実
だ
と
受
け
止
め
る
証
拠
の
印
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
第
一
・

第
二
の
不
思
議
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

以
上
、「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
の
不
思
議
と
し
て
、
汗
・
血
・
乳
・
涙
を
出
す
と
い
う
例
を
あ
げ
た
。
仏
像
は
「
は
じ
め
に
」
で

も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
人
間
が
造
っ
た
彫
像
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
、
不
思
議
な
振
舞
い
を
し
た
と
理
解
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
よ
う
。
生
き
て
い
る
仏
像
の
姿
は
こ
れ
に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
他
の
例
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
2
）
仏
像
が
動
く

　

イ
、
動
く

〔
史
料
（
〕
…
（
高
大
夫
）
楚
ヲ
持
テ
、「
此
ノ
仏
ハ
此
ニ
可
御
シ
」
ト
、「
彼
ノ
仏
ハ
彼
ニ
可
御
シ
」
ト
差
ス
ニ
付
テ
、
仏
達
、
人

モ
手
モ
触
レ
不
奉
ヌ
ニ
、
踊
テ
楚
ノ
差
ス
所
ニ
自
然
ニ
居
給
ケ
リ
。
多
ノ
人
此
ヲ
見
ケ
リ
。「
高
大
夫
、
仏
ノ
座
位
直
シ
奉
ラ
ム
ガ

為
ニ
、
極
楽
寺
ニ
可
行
シ
」
ト
兼
テ
聞
キ
継
テ
、
可
然
キ
人
共
モ
有
ル
ガ
、
此
ク
仏
達
ノ
各
直
リ
給
フ
ヲ
見
テ
、
泣
々
ク
貴
ビ
ケ
リ
。

…�

（『
今
昔
物
語
集
』
三
一
―
三
）

　

極
楽
寺
に
木
像
の
両
界
の
尊
像
（
金
剛
界
の
三
七
尊
、
胎
蔵
界
の
九
尊
）
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
長
い
間
、
諸
尊
の
位
置
が
間
違

っ
て
い
た
の
を
誰
一
人
直
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
高
大
夫
（
高
向
公
輔
）
が
極
楽
寺
で
楚
（
杖
）
を
も
ち
、「
此
ノ
仏
ハ
此
ニ
可

御
シ
」「
彼
ノ
仏
ハ
彼
ニ
可
御
シ
」
と
指
示
す
る
と
、
仏
た
ち
は
誰
も
手
を
触
れ
な
い
の
に
、
躍
り
上
が
っ
て
杖
の
指
す
場
所
に
移

っ
て
い
っ
た
。
多
く
の
人
が
こ
れ
を
見
て
、
皆
、
泣
く
泣
く
尊
ん
だ
。

　

極
楽
寺
で
は
、
四
六
体
も
の
仏
像
が
高
大
夫
の
杖
の
指
示
で
、
所
定
の
位
置
に
移
動
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
を
多
く
の
人
た
ち
が

見
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
も
目
撃
証
人
が
い
た
。
仏
像
が
動
く
と
い
う
の
は
、
日
常
茶
飯
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
が
、

時
に
は
仏
像
も
動
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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ロ
、
火
事
の
時
に
飛
び
出
す

〔
史
料
7
〕
聖
武
天
皇
の
み
世
に
、
泉
国
泉
郡
の
部
内
珍
努
の
上
の
山
寺
に
、
正
観
自
在
菩
薩
の
木
像
を
居
き
て
、
敬
ひ
供
へ
ま
つ

り
き
。
時
に
失
火
し
て
、
其
の
仏
殿
を
焼
き
ぬ
。
彼
の
菩
薩
の
木
像
は
焼
く
る
所
の
殿
よ
り
、
二
丈
許
出
で
て
、
伏
し
て
損
ふ
こ
と

无
か
り
き
。
…�

（『
日
本
霊
異
記
』
中
―
三
七
）

　

仏
像
が
動
く
例
の
仲
間
に
火
事
の
時
に
飛
び
出
す
と
い
う
例（

7
（

も
あ
る
の
で
、
動
く
と
は
区
別
し
て
取
り
上
げ
た
。〔
史
料
7
〕
は
『
日

本
霊
異
記
』
の
話
で
、
和
泉
国
の
珍
努
の
山
寺
で
は
正
観
自
在
菩
薩
の
木
像
を
安
置
し
て
あ
っ
た
。
時
に
失
火
が
あ
り
、
仏
殿
を
焼

い
た
。
木
像
は
仏
殿
か
ら
二
丈
ほ
ど
飛
び
出
し
、
う
つ
伏
せ
に
な
っ
た
の
で
、
焼
け
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
木
像
が
火
事
の
時
、
仏

殿
か
ら
飛
び
出
し
、
し
か
も
火
の
粉
を
浴
び
な
い
よ
う
に
、
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
不
思
議
で
は
な
い
か
。

　

ハ
、
風
に
は
た
め
い
て
絵
像
が
動
く

〔
史
料
8
〕
…
（
治
安
元
年
〈
一
〇
二
一
〉、
後
一
条
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
て
、
法
成
寺
〈
無
量
寿
院
〉
で
絵
仏
供
養
）
百
体
ノ
丈
六

ノ
仏
ノ
被
懸
並
レ
給
テ
、
風
ニ
被
吹
テ
動
キ
給
フ
ガ
生
身
ノ
仏
ノ
如
ク
シ
テ
貴
キ
事
無
限
シ
。
□
糸
幡
、
庭
ニ
立
並
ベ
タ
ル
、
風
ニ

被
吹
テ
動
ク
モ
目
出
タ
シ
。
亦
、
二
ノ
大
鼓
ノ
荘
光
ヲ
放
ツ
ガ
如
シ
。
実
ニ
此
等
、
仏
ノ
浄
土
ト
思
エ
テ
貴
シ
。
…

�

（『
今
昔
物
語
集
』
一
二
―
二
二
）

〔
史
料
8
〕
は
法
成
寺
の
法
会
の
話
。
法
成
寺
と
は
藤
原
道
長
建
立
の
大
寺
院
で
、
最
初
は
無
量
寿
院
と
呼
ば
れ
、
平
安
京
の
一

条
の
東
側
に
造
営
さ
れ
た
。
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）、
金
堂
な
ど
が
落
成
し
て
法
成
寺
と
な
る
の
で
、
治
安
元
年
に
は
金
堂
は
未

完
成
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
段
階
で
後
一
条
天
皇
の
病
気
平
癒
を
祈
願
し
て
、
道
長
や
頼
通
も
参
列
し
た
法
会
が
行
わ
れ
た
。

高
さ
三
丈
と
い
う
大
日
如
来
の
絵
像
を
中
心
に
百
体
の
丈
六
の
絵
仏
が
並
ん
で
い
た（

８
（。
こ
の
光
景
は
百
体
の
絵
仏
が
風
に
吹
か
れ
て
、

生
ま
身
の
仏
が
動
く
よ
う
だ
と
あ
り
、
仏
の
浄
土
の
よ
う
だ
と
あ
る
。

　

布
（
紙
か
）
に
描
か
れ
た
百
体
の
絵
仏
が
風
に
吹
か
れ
て
ヒ
ラ
ヒ
ラ
す
る
光
景
。
そ
れ
を
仏
が
動
い
て
い
る
、
生
ま
身
の
よ
う
だ

と
あ
る
。
想
像
す
る
に
見
事
な
光
景
で
は
な
い
か
。
現
在
の
鯉
の
ぼ
り
で
、
多
数
の
鯉
が
一
斉
に
泳
ぐ
の
に
似
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
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ニ
、
人
間
と
性
交
す
る

〔
史
料
9
〕
和
泉
国
泉
郡
血
渟
の
山
寺
に
、
吉
祥
天
女
の
摂
像
有
り
。
聖
武
天
皇
の
御
世
に
、
信
濃
国
の
優
婆
塞
、
其
の
山
寺
に
来

り
住
み
き
。
之
の
天
女
の
像
に
睇

め
か
り
うち

て
愛
欲
を
生
じ
、
心
に
繋
け
て
恋
ひ
、
六
時
毎
に
願
ひ
て
云
ひ
し
く
、「
天
女
の
如
き
容
好
き

女
を
我
に
賜
へ
」
と
い
ひ
き
。
優
婆
塞
、
夢
に
天
女
の
像
に
婚く

な
がふ

と
見
て
、
明
く
る
日
瞻ま

ば

れ
ば
、
彼
の
像
の
裙も

の
腰
に
、
不
浄
染
み

汗
れ
た
り
。
…�

（『
日
本
霊
異
記
』
中
―
一
三
）

　

吉
祥
天
女
の
摂
像
（
塑
像
）
が
あ
る
和
泉
国
の
血
渟
の
山
寺
（
無
住
）
に
信
濃
国
の
優
婆
塞
が
来
て
住
ん
だ
。
優
婆
塞
は
美
し
い

天
女
の
像
を
流
し
目
で
見
、
愛
欲
の
心
を
募
ら
せ
、
ひ
た
す
ら
恋
い
慕
っ
て
、「
天
女
の
如
き
容
好
き
女
を
我
に
賜
へ
」
と
六
時
毎

に
祈
っ
て
い
た
。
優
婆
塞
は
夜
の
夢
の
中
で
天
女
と
性
交
し
た
と
見
て
、
翌
朝
、
天
女
の
裳
の
腰
の
辺
り
に
、
不
浄
の
物
が
つ
い
て

い
た
。
優
婆
塞
は
恥
ず
か
し
く
思
い
、「
我
は
似
た
る
女
を
願
ひ
し
に
、
何
ぞ
忝

か
た
じ
け
なく

も
天
女
専
自
ら
交
り
た
ま
ふ
」
と
申
し
上
げ
た

（
天
女
像
の
前
で
優
婆
塞
が
声
を
出
し
て
語
っ
た
）
が
、
こ
の
こ
と
は
誰
に
も
い
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
弟
子
が
優
婆
塞
の
言
葉
を
聞
い

て
い
た
ら
し
い
。
の
ち
に
弟
子
は
優
婆
塞
に
礼
を
つ
く
さ
な
い
の
で
、
優
婆
塞
に
追
わ
れ
て
里
に
出
る
と
、
優
婆
塞
の
悪
口
（
天
女

と
の
性
交
）
を
い
い
ふ
ら
す
。
里
人
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
真
実
を
確
か
め
る
と
、
天
女
像
は
「
淫
精
」
で
汚
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
は
、
優
婆
塞
の
願
い
に
応
え
て
、
吉
祥
天
女
の
像
が
優
婆
塞
と
性
交
し
た
と
い
う
話
。
た
だ
し
、
天
女
像
の
裳
に
「
淫
精
」

が
付
い
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
直
接
、
優
婆
塞
は
性
交
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
吉
祥
天
女
は
一
線
を

守
っ
た
と
い
う
べ
き
か
。

　

ホ
、
迎
講

〔
史
料
（0
〕
…
既
迎
講
ノ
日
ニ
成
テ
、
儀
式
共
微
妙
ニ
シ
テ
事
始
マ
ル
ニ
、
聖
人
ハ
香
炉
ニ
火
ヲ
焼
テ
娑
婆
ニ
居
タ
リ
。
仏
ハ
漸
ク

寄
リ
来
リ
給
フ
ニ
、
観
音
ハ
紫
金
ノ
台
ヲ
捧
ゲ
、
勢
至
ハ
蓋
ヲ
差
ス
、
楽
天
ノ
菩
薩
一
鶏
婁
ヲ
前
ト
シ
テ
微
妙
ノ
音
楽
ヲ
唱
ヘ
テ
、

仏
ニ
随
テ
来
ル
。

　

其
間
、
聖
人
涙
ヲ
流
シ
テ
念
ジ
入
タ
リ
ト
見
ユ
ル
程
ニ
、
観
音
紫
金
台
ヲ
差
寄
セ
給
タ
ル
ニ
、
不
動
ネ
バ
、「
貴
シ
ト
思
ヒ
入
タ



9　古代の仏像の不思議

ル
ナ
メ
リ
」
ト
見
ル
程
ニ
、
聖
人
気
絶
テ
失
ニ
ケ
リ
。
音
楽
ノ
音
ニ
交
レ
テ
、
聖
人
絶
入
タ
リ
ト
云
フ
事
ヲ
モ
不
知
ザ
リ
ケ
リ
。
仏

既
ニ
返
リ
給
ナ
ム
ト
為
ニ
、「
聖
人
云
事
モ
ヤ
有
ル
」
ト
、
時
賛か

は
るマ

デ
待
ツ
ニ
、
物
モ
不
云
ズ
不
動
ネ
バ
、
怪
ビ
テ
弟
子
寄
テ
引
キ

動
カ
ス
ニ
、
ミ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
其
ノ
時
ニ
ゾ
人
知
テ
、
皆
、「
聖
人
往
生
シ
ニ
ケ
リ
」
ト
云
テ
、
見
喤の

の
しリ

泣
キ
貴
ビ
ケ
ル
。
…

�

（『
今
昔
物
語
集
』
一
五
―
二
三
）

　

迎
講
と
い
う
儀
式
の
場
で
も
仏
像
が
動
く
が
、
迎
講
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て
お
く
。
源
信
の
『
往
生
要
集
』（
九
八
五
年
）
に

よ
り
、
極
楽
往
生
へ
の
信
仰
が
広
ま
る
。
そ
の
際
、
人
間
が
阿
弥
陀
や
菩
薩
に
扮
し
て
、
往
生
人
を
浄
土
に
迎
え
る
と
い
う
、「
死

の
予
行
演
習
」
と
で
も
い
う
べ
き
迎
講
が
始
ま
っ
た
。
迎
講
も
源
信
の
創
始
と
み
ら
れ
る
（『
法
華
験
記
』
下
―
八
三
な
ど
）。

　

迎
講
の
研
究
は
、
美
術
史
の
關
信
子
氏
の
論
文（

9
（

に
詳
し
い
が
、
当
初
は
人
間
が
阿
弥
陀
や
菩
薩
の
面
を
か
ぶ
り
、
仏
の
装
束
を
身

に
付
け
て
、
実
施
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
が
一
三
世
紀
に
な
る
と
、
阿
弥
陀
の
木
像
の
中
に
人
間
が
入
っ
て
、
仏
像
自
体
が
動
く

と
い
う
形
が
現
れ
る
。
仏
像
内
は
内
刳
り
が
し
て
あ
り
、
仏
像
に
入
る
人
間
は
、
中
に
在
る
二
本
の
角
材
の
間
か
ら
首
を
出
し
、
両

肩
で
仏
像
を
背
負
い
、
仏
像
の
み
ぞ
お
ち
辺
に
開
け
ら
れ
た
横
長
の
覗
き
穴
か
ら
外
の
様
子
を
窺
う
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が

中
に
入
っ
て
動
く
仏
像
が
四
体
現
存
し
、
岡
山
県
の
弘
法
寺
の
阿
弥
陀
像
が
今
な
お
、「
現
役
」
で
迎
講
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（
上

半
身
の
み
）。

〔
史
料
（0
〕
は
丹
後
国
の
聖
人
の
迎
講
の
話
で
あ
る
。
当
日
、
迎
講
が
始
ま
る
と
、
聖
人
は
香
炉
を
も
ち
娑
婆
（
現
世
と
見
立
て
た

と
こ
ろ
）
に
坐
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
人
間
が
扮
し
た
仏
た
ち
が
近
付
い
て
く
る
。
観
音
は
紫
金
の
台
を
も
ち
、
勢
至
は
柄
の
つ
い
た

蓋
を
差
し
、
天
の
音
楽
の
菩
薩
は
鶏
婁
で
妙
な
る
音
楽
を
奏
し
て
、
阿
弥
陀
に
従
っ
て
来
る
。
聖
人
は
涙
を
流
し
て
祈
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
た
が
、
観
音
が
紫
金
の
台
を
寄
せ
て
も
、
聖
人
は
立
ち
上
が
ら
な
い
。「
貴
シ
ト
思
ヒ
入
タ
ル
ナ
メ
リ
」
と
（
聖
人
の
弟
子
も

含
め
て
見
物
人
が
）
見
て
い
た
が
、
そ
の
時
、
実
は
聖
人
は
死
ん
で
い
た
。
聖
人
が
死
ん
だ
と
は
誰
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
阿
弥
陀

は
す
で
に
帰
ろ
う
と
し
、「
聖
人
云
事
モ
ヤ
有
ル
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
何
も
い
わ
ず
動
か
な
い
。
弟
子
が
引
き
動
か
す
と
、
す
で

に
聖
人
は
硬
直
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
時
、
人
々
は
聖
人
の
死
を
知
り
、「
聖
人
往
生
シ
ニ
ケ
リ
」
と
い
っ
て
、
泣
い
て
尊
ん
だ
。
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迎
講
と
い
う
人
間
の
儀
式
に
仏
の
世
界
が
交
錯
す
る
様
子
が
み
て
と
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
人
間
が
仏
の
恰
好
を
し
た
だ
け
で
あ
っ

て
も
、
聖
人
に
は
生
ま
身
の
阿
弥
陀
の
来
迎
に
見
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
本
話
か
ら
、
迎
講
と
は
そ
の
よ
う
な
世
界
で
も
あ
っ

た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

（
3
）
人
間
の
身
代
り
に
な
る

　

次
に
仏
像
が
人
間
の
身
代
り
に
な
っ
て
働
く
と
い
う
例
を
あ
げ
る
。
こ
れ
に
は
、
身
代
わ
り
の
タ
イ
プ
と
代
受
苦
と
い
う
タ
イ
プ

と
が
あ
る
が
、
代
受
苦
の
例
は
涙
の
と
こ
ろ
の
〔
史
料
（
〕
の
証
空
の
話
で
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
仏
像
が
人
間
の

身
代
わ
り
に
な
る
と
い
う
例
を
紹
介
す
る
。

〔
史
料
（（
〕
…
時
に
其
の
女
王
の
児
、
忩い

そ

々が
は

し
く
走
り
来
て
、
母
に
白
し
て
曰
は
く
、「
快た

く
まし

く
故
京
よ
り
、
食
を
備
け
て
来
れ
り
」

と
い
ふ
。
母
の
王
聞
き
て
、
走
り
到
り
て
見
れ
ば
、
王
を
養
し
し
乳
母
な
り
。
乳
母
談
り
て
曰
は
く
、「
我
、
客
を
得
た
り
と
聞
き

し
が
故
に
、
食
を
具
し
て
来
つ
」
と
い
ふ
。
…
悦
の
望
に
勝
へ
ず
し
て
、
得
た
る
衣
裳
を
捧
げ
て
、
乳
母
に
著
せ
、
然
る
後
に
堂
に

参
り
て
、
尊
像
を
拝
せ
む
と
す
る
に
、
乳
母
に
著
せ
た
り
し
衣
裳
は
、
其
の
天
女
の
像
に
被
れ
り
。
…
（『
日
本
霊
異
記
』
中
―
一
四
）

　

聖
武
天
皇
の
代
、
諸
王
二
三
人
が
宴
席
を
持
ち
回
り
で
設
け
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
後
の
女
王
は
貧
し
く
宴
席
を
準
備
で
き
な

い
。
平
城
京
左
京
の
服
部
堂
の
吉
祥
天
女
像
に
対
し
て
女
王
は
「
願
は
く
は
我
に
財
を
賜
へ
」
と
祈
る
。
す
る
と
、「
故
京
」（
藤
原

京
か
）
の
乳
母
が
沢
山
の
ご
馳
走
を
も
っ
て
現
れ
た
。
お
か
げ
で
宴
席
は
大
成
功
。
女
王
は
他
の
王
か
ら
も
ら
っ
た
衣
裳
を
乳
母
に

着
せ
、
そ
の
後
、
服
部
堂
に
行
き
、
吉
祥
天
女
像
を
拝
も
う
と
す
る
と
、
乳
母
に
着
せ
た
は
ず
の
衣
裳
が
仏
像
の
肩
に
か
か
っ
て
い

た
。
不
思
議
に
思
い
、
乳
母
の
所
に
行
く
と
、
乳
母
は
「
知
ら
ず
」
と
答
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
吉
祥
天
女
が
女
王
の
祈
り
に
応
え

て
助
け
た
と
分
か
っ
た
。
こ
の
話
か
ら
、
仏
像
も
身
代
わ
り
に
な
っ
て
人
々
を
救
う
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

（
4
）
光
る
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仏
像
が
光
る
と
い
う
不
思
議
も
あ
っ
た
。
仏
像
の
光
の
由
来
と
し
て
は
、
釈
迦
の
「
三
十
二
相
」
の
中
に
、
金
色
相
、
丈
光
相
、

白
毛
（
毫
）
相
が
あ
っ
た
（『
大
智
度
論
』
四
）。
ま
た
、
仏
像
の
金
色
に
は
、
鍍
金
、
漆
箔
、
金
泥
と
い
っ
た
技
法
が
あ
り
、
金
色

の
光
を
放
つ
仏
像
が
演
出
さ
れ
る
。
か
か
る
仏
像
の
実
例
は
数
多
く
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
「
仏
像
が
光
る
」
例
は
、
右
と
は
事
情
が
異
な
る
。
鍍
金
な
ど
で
は
な
く
と
も
、
単
な
る
木
や
石
の
仏
像
が
光

る
と
い
う
不
思
議
な
例
で
あ
り
、
し
か
も
、
仏
像
の
素
材
の
段
階
か
ら
光
を
発
し
て
い
た
と
語
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
う

し
た
仏
像
が
光
る
の
と
似
て
い
る
の
が
、
本
来
、
光
る
は
ず
の
な
い
「
高
僧
が
光
る
」
例
で
あ
る
。

〔
史
料
（（
〕
河
内
国
言
さ
く
、「
泉
郡
の
茅
渟
海
の
中
に
、
梵
音
す
。
震
響
、
雷
の
声
の
若
し
。
光
彩
し
く
、
晃
り
曜
く
こ
と
日
の
色

の
如
し
」
と
ま
を
す
。
天
皇
、
心
に
異
し
び
た
ま
ひ
て
、
溝
辺
直
…
を
遣
し
て
、
海
に
入
り
て
求
訪
め
し
む
。

　

是
の
時
に
、
溝
辺
直
、
海
に
入
り
て
、
果
し
て
樟
木
の
、
海
に
浮
び
て
玲
瓏
く
を
見
つ
。
遂
に
取
り
て
天
皇
に
献
る
。
畫
工
に
命

し
て
、
仏
像
二
軀
を
造
ら
し
め
た
ま
ふ
。
今
の
吉
野
寺
に
、
光
を
放
ち
ま
す
樟
の
像
な
り
。（『
日
本
書
紀
』
欽
明
一
四
年
五
月
戊
辰
朔
条
）

『
日
本
書
紀
』
欽
明
一
四
年
五
月
戊
辰
朔
条
に
よ
る
と
、
河
内
国
か
ら
の
報
告
と
し
て
、
大
阪
湾
南
部
の
海
に
「
梵
音
」
が
あ
り
、

響
き
は
雷
の
よ
う
で
あ
る
。
照
り
耀
く
こ
と
太
陽
の
光
の
よ
う
だ
。
天
皇
は
、
溝
辺
直
を
派
遣
し
て
、
海
中
を
捜
さ
せ
た
。
こ
の
時
、

溝
辺
直
は
樟
の
木
が
海
に
浮
か
ん
で
輝
い
て
い
る
の
を
見
つ
け
、
天
皇
に
献
上
し
た
。
天
皇
は
畫
工
に
命
じ
て
、
仏
像
二
体
を
造
ら

せ
た
が
、
こ
れ
が
吉
野
寺
に
光
を
放
つ
樟
の
像
で
あ
る
。
雷
に
当
た
っ
た
樟
木
が
漂
流
、
音
や
光
が
し
た
の
を
溝
辺
直
が
天
皇
に
献

上
し
た
。
仏
像
に
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
仏
像
も
光
を
放
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
仏
像
の
光
は
稲
妻
・
稲
光
を
受
け
継

い
で
い
る
と
い
え
よ
う（

（1
（

。

〔
史
料
（（
〕（
釈
義
覚
は
難
波
の
百
済
寺
に
居
住
）
時
に
同
じ
寺
の
僧
慧
義
と
い
ふ
ひ
と
有
り
き
。
独
り
夜
半
を
以
て
出
で
行
く
。
因
り

て
室
の
中
を
見
る
に
、
光
明
照
り
耀
く
。
僧
乃
ち
之
を
怪
し
び
て
、
窃
に
牖
の
紙
を
穿
ち
窺
ひ
看
る
に
、
法
師
端
坐
て
経
を
誦
せ
り
。

光
、
口
よ
り
出
づ
。
…�

（『
日
本
霊
異
記
』
上
―
一
四
）

　

百
済
の
釈
義
覚
は
、
七
世
紀
後
半
、
百
済
滅
亡
後
、
難
波
の
百
済
寺
に
居
住
。
百
済
寺
に
い
た
慧
義
が
義
覚
の
部
屋
が
光
っ
て
い
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る
の
を
不
思
議
に
思
い
、
義
覚
の
部
屋
の
窓
の
紙
に
穴
を
あ
け
て
覗
い
て
み
る
と
、
法
師
（
義
覚
）
は
き
ち
ん
と
正
座
し
て
、
お
経

を
読
ん
で
い
た
。
光
は
そ
の
口
か
ら
出
て
い
た
と
い
う
。

　

以
上
、
本
来
、
光
る
は
ず
の
な
い
仏
像
や
高
僧
も
光
る
と
い
う
不
思
議
の
例
を
あ
げ
た
。

（
5
）
声
を
出
す

〔
史
料
（（
〕
…
聖
武
天
皇
の
御
世
に
、
其
の
部
（
和
泉
国
日
根
郡
）
の
尽
恵
寺
の
仏
の
鐌
、
盗
人
に
取
ら
れ
き
。
時
に
路
往
く
人
有
り
き
。

寺
の
北
の
路
よ
り
、
馬
に
乗
り
て
往
く
。
聞
け
ば
声
有
り
て
、
叫
び
哭
き
て
曰
は
く
、「
痛
き
か
な
、
痛
き
か
な
」
と
い
ふ
。
…
良

久
に
往
徊
り
、
窃
に
従
者
を
入
れ
て
、
屋
内
を
窺
ひ
看
し
む
れ
ば
、
仏
の
銅
像
を
仰
け
奉
り
、
手
足
を
剔
り
欠
き
、
錠
を
以
て
頸
を

鍗
る
。
即
ち
捕
へ
打
ち
問
ひ
て
、「
何
の
寺
の
仏
像
ぞ
」
と
い
ふ
。「
尽
恵
寺
の
仏
像
な
り
」
と
答
ふ
。
…
衆
僧
轝
を
厳
り
、
損
は
れ

た
る
仏
を
安
置
し
、
哭
き
て
寺
に
殯
し
、
そ
の
盗
人
を
刑
罰
た
ず
し
て
捨
つ
。
…�

（『
日
本
霊
異
記
』
中
―
二
二
）

〔
史
料
（（
〕
…
広
達
、
縁
有
り
て
里
（
大
和
国
吉
野
郡
桃
花
の
里
）
に
出
で
、
彼
の
椅
を
度
り
往
く
と
き
に
、
椅
の
下
に
音
有
り
て
曰

は
く
、「
嗚
呼
、
痛
く
踰
む
こ
と
莫
れ
」
と
い
ふ
。
禅
師
聞
き
て
、
怪
し
び
見
れ
ど
も
人
无
し
。
良
久
に
徘
徊
り
、
忍
び
過
ぐ
る
こ

と
得
ず
。
椅
に
就
き
て
起
ち
て
看
れ
ば
、
未
だ
仏
を
造
り
了
へ
ず
し
て
棄
て
た
る
木
な
り
。
…
有
縁
の
処
に
請
け
、
人
に
勧
め
て
物

を
集
め
、
阿
弥
陀
仏
・
弥
勒
仏
・
観
音
菩
薩
等
の
像
を
雕
り
造
り
ま
つ
る
こ
と
、
既
に
訖
り
ぬ
。
…�

（『
日
本
霊
異
記
』
中
―
二
六
）

〔
史
料
（（
〕
は
、
和
泉
国
日
根
郡
に
盗
人
が
い
て
、
常
に
寺
の
銅
製
品
を
盗
み
、
帯
状
に
伸
ば
し
て
は
売
っ
て
い
た
。
聖
武
天
皇

の
代
、
尽
恵
寺
の
仏
像
が
盗
ま
れ
た
。
そ
の
時
、
通
行
人
は
、
寺
の
北
の
道
を
馬
に
乗
っ
て
い
た
。「
痛
き
か
な
、
痛
き
か
な
」
と

泣
き
叫
ぶ
声
が
す
る
。
通
行
人
は
し
ば
ら
く
行
き
来
し
て
、
従
者
に
（
盗
人
の
家
の
）
屋
内
を
見
さ
せ
る
と
、
盗
人
が
仏
の
銅
像
を

仰
向
け
に
し
、
手
足
を
切
り
取
り
、
鏨
で
首
を
切
っ
て
い
る
。
通
行
人
は
盗
人
を
捕
え
た
。
尽
恵
寺
の
僧
た
ち
は
御
轝
を
飾
り
、
壊

さ
れ
た
仏
像
を
安
置
し
、
寺
に
お
連
れ
し
た
。
そ
し
て
、
寺
で
殯
を
し
、
盗
人
を
追
放
し
た
、
と
い
う
話
。

　

仏
像
は
解
体
さ
れ
て
い
る
最
中
に
、「
痛
き
か
な
、
痛
き
か
な
」
と
声
を
出
し
た
。
僧
た
ち
は
壊
れ
た
仏
像
を
轝
に
載
せ
て（

（（
（

寺
に
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迎
え
、
殯
を
し
た
。
仏
像
は
単
な
る
彫
像
で
は
な
く
、
生
ま
身
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
よ
う
。

　

な
お
、
仏
像
が
声
を
出
す
例
の
言
葉
は
〔
史
料
（（
〕
の
「
痛
き
か
な
、
痛
き
か
な
」、〔
史
料
（（
〕
の
「
嗚
呼
、
痛
く
踰
む
こ
と
莫

れ
」
の
一
言
（
橋
桁
に
さ
れ
て
い
た
未
完
成
の
仏
像
）
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
一
言
を
繰
り
返
す
例
が
少
な
く
な
い
。
こ
れ
は
後
述
す

る
が
、
神
の
託
宣
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
6
）
形
を
か
え
る

〔
史
料
（（
〕
…
是
の
日
に
、
丈
六
の
銅
の
像
を
元
興
寺
の
金
堂
に
坐
せ
し
む
。
時
に
、
仏
像
、
金
堂
の
戸
よ
り
も
高
く
し
て
、
堂
に

納
れ
ま
つ
る
こ
と
得
ず
。
是
に
、
諸
の
工
人
等
、
議
り
て
曰
は
く
、「
堂
の
戸
を
破
ち
て
納
れ
む
」
と
い
ふ
。
然
る
に
鞍
作
鳥
の
秀

れ
た
る
工
な
る
こ
と
、
戸
を
壊
た
ず
し
て
堂
に
入
る
る
こ
と
得
。
…�

（『
日
本
書
紀
』
推
古
一
四
年
〈
六
〇
六
〉
四
月
壬
辰
条
）

　

元
興
寺
（
飛
鳥
寺
）
に
丈
六
仏
を
納
め
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
仏
像
が
金
堂
の
戸
よ
り
も
高
く
、
堂
内
に
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
工
人
た
ち
は
相
談
し
て
、「
堂
の
戸
を
破
ち
て
納
れ
む
」
と
い
っ
た
。
し
か
し
、
鞍
作
鳥
は
「
秀
れ
た
る
工
」

で
、
戸
を
壊
さ
ず
に
堂
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
、
有
名
な
話
。
鞍
作
鳥
だ
け
が
大
仏
を
堂
の
戸
か
ら
入
れ
ら
れ
た
と
い
う

の
は
、「
秀
れ
た
る
工
」
と
し
て
の
鳥
の
力
だ
と
い
う
の
が
、『
日
本
書
紀
』
の
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
堂
の
戸
が
広

が
っ
た
か
、
仏
像
が
縮
ま
っ
た
か
、
あ
る
い
は
両
方
か
に
よ
っ
て
、
仏
像
は
堂
内
に
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
寺
や
仏
像
は
形
を
か
え

る
こ
と
が
あ
る
と
観
念
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

（
7
）
人
間
の
中
か
ら
仏
が
現
れ
る

〔
史
料
（7
〕（
老
尼
の
前
で
）
童
、
楉す

は
えを

持
て
遊
び
け
る
ま
ま
に
来
た
り
け
る
が
、
そ
の
楉
し
て
手
す
さ
び
の
や
う
に
額
を
か
け
ば
、

額
よ
り
額
の
上
ま
で
裂
け
ぬ
。
裂
け
た
る
中
よ
り
え
も
い
は
ず
め
で
た
き
地
蔵
の
御
顔
見
え
給
ふ
。
尼
拝
み
入
り
て
う
ち
見
あ
げ
た

れ
ば
、
か
く
て
立
ち
給
へ
れ
ば
、
涙
を
流
し
て
拝
み
入
り
参
ら
せ
て
、
や
が
て
極
楽
へ
参
り
け
り
。
…
（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
―
一
六
）�
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地
蔵
菩
薩
は
毎
日
、
夜
明
け
に
歩
く
と
聞
い
た
老
尼
は
、
地
蔵
に
会
い
た
い
が
あ
ま
り
、
博
打
に
騙
さ
れ
て
、「
ぢ
ざ
う
」
と
い

う
名
前
の
童
の
い
る
家
に
案
内
さ
れ
た
。
童
が
楉
（
木
の
小
枝
）
を
も
っ
て
遊
び
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
、
尼
は
夢
中
に
な
っ
て
伏
し

拝
み
、
土
間
に
ひ
れ
伏
し
た
。
童
は
、
楉
で
何
気
な
く
額
を
か
く
と
、
額
か
ら
顔
の
辺
ま
で
裂
け
て
、
地
蔵
の
顔
が
見
え
た
。
尼
は

よ
く
拝
ん
で
か
ら
仰
ぎ
見
る
と
、
地
蔵
が
お
立
ち
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
尼
は
涙
を
流
し
て
拝
み
続
け
て
、
そ
の
ま
ま
極
楽
往
生
を

遂
げ
た
。
童
か
ら
地
蔵
菩
薩
が
姿
を
現
す
と
い
う
の
は
、
宝
誌
和
尚
の
顔
が
裂
け
て
観
音
菩
薩
の
顔
が
覗
い
て
い
る
と
い
う
宝
誌
和

尚
立
像
（
一
一
世
紀
、
京
都
市
西
往
寺
蔵（
（1
（

）
と
も
重
な
る
。

三
、
仏
像
・
神
々
と
異
界

（
1
）
仏
像
の
生
身
性

　

近
年
、
仏
像
の
生
ま
身
（
生
き
て
い
る
）
に
つ
い
て
は
、
美
術
史
家
に
指
摘
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
内
田
啓
一
氏
は
、「
あ
た
か
も

現
前
に
い
ま
す
よ
う
な
ホ
ト
ケ
、
単
な
る
仏
像
で
は
な
く
、
意
志
を
持
つ
よ
う
な
ホ
ト
ケ
、
直
接
的
な
御
利
益
を
与
え
て
く
れ
る
ホ

ト
ケ
。
生
身
の
定
義
は
難
し
い
が
、
通
常
の
ホ
ト
ケ
以
上
の
な
に
か
を
持
つ
ホ
ト
ケ
が
生
身
の
ホ
ト
ケ
の
よ
う
で
あ
る（

（1
（

」、
奥
健
夫

氏
は
「
仏
像
な
ら
ざ
る
仏
像（

（1
（

」
と
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
世
信
仰
社
会
史
の
大
喜
直
彦
氏
は
「
仏
像
な
ど
は
決
し
て
物
体
で
は
な

く
、
人
間
的
生
命
体
と
同
様
な
モ
ノ
と
理
解
さ
れ
て
い
た（

（1
（

」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
筆
者
が
「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
と
し

た
段
階
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
。

　

か
か
る
生
ま
身
の
仏
像
は
仏
像
自
体
の
表
現
に
も
反
映
す
る
。
内
田
氏
に
よ
る
と
、「
耳
穴
の
貫
通
・
鼻
穴
の
貫
通
、
歯
牙
の
取

り
付
け
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
歯
吹
き
、
像
内
の
五
臓
六
腑
、
鈴
な
ど
に
よ
る
音
声
、
着
衣
、
植
毛
あ
る
い
は
貼
毛
」
が
あ
り
、
仏
像
を

人
間
の
姿
に
近
付
け
よ
う
と
し
て
い
た（

（1
（

。
ま
た
、
絵
画
で
も
山
越
阿
弥
陀
図
と
五
色
糸
、
阿
弥
陀
来
迎
図
の
髪
繍
か
ら
人
々
は
阿
弥

陀
仏
を
体
感
で
き
る（

（1
（

と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
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（
2
）
古
代
の
神
々
の
不
思
議
と
異
界

「
仏
像
以
前
」
の
生
ま
身
の
仏
像
に
関
し
て
、
筆
者
が
注
目
し
た
い
の
は
、
古
代
の
神
々
の
世
界
に
も
不
思
議
は
あ
り
、
仏
像
の

不
思
議
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
即
ち
、「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
の
不
思
議
は
け
っ
し
て
仏
像
だ
け

の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
本
来
、
姿
形
を
も
た
な
い
神
も
異
界
の
存
在
と
し
て
、
特
別
な
力
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
点
で
は
仏
像
も
同
様
で
、
異
界
の
存
在
と
し
て
不
思
議
な
こ
と
を
現
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

イ
、
血

『
古
事
記
』
上
に
よ
る
と
、
イ
ザ
ナ
キ
・
イ
ザ
ナ
ミ
が
国
を
生
み
、
森
羅
万
象
を
産
ん
だ
後
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
火
の
神
カ
グ
ツ
チ
を

産
ん
で
「
美
蕃
登
」（
陰
部
）
を
焼
か
れ
、「
遂
に
神
避
り
坐
し
き
」。
妻
を
失
っ
た
イ
ザ
ナ
キ
は
、
カ
グ
ツ
チ
の
首
を
「
十
拳
剣
」

で
斬
っ
た
。
剣
の
先
に
つ
い
た
血
が
岩
の
群
れ
に
ほ
と
ば
し
り
つ
い
て
イ
ハ
サ
ク
な
ど
が
生
ま
れ
、
剣
の
元
に
つ
い
た
血
が
岩
の
群

れ
に
ほ
と
ば
し
り
つ
い
て
ミ
カ
ハ
ヤ
ヒ
な
ど
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
剣
の
柄
に
流
れ
集
ま
っ
た
血
が
指
の
間
か
ら
も
漏
れ
て
ク
ラ
オ
カ

ミ
な
ど
が
生
ま
れ
た
と
あ
る
（
同
様
の
神
話
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
第
五
段
第
六
の
一
書
、
第
七
の
一
書
、
第
八
の
一
書
に
も
あ
る
）。

　

こ
の
神
話
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
イ
ザ
ナ
ミ
の
陰
部
は
火
山
の
火
口
、
血
は
溶
岩
と
み
て
、
火
山
噴
火
が
背
景
に
あ

る
と
い
う
説（

（1
（

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
み
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
血
が
出
る
の
は
仏
像
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ロ
、
乳

『
古
事
記
』
上
の
出
雲
神
話
の
一
節
に
、
根
国
で
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
八
十
神
に
殺
さ
れ
る
と
、
キ
サ
ガ
ヒ
ヒ
メ
と
ウ
ム
ガ
ヒ
ヒ
メ
の

力
で
復
活
す
る
が
、
キ
サ
ガ
ヒ
ヒ
メ
（
赤
貝
の
神
格
化
）
は
赤
貝
の
粉
を
集
め
、
ウ
ム
ガ
ヒ
ヒ
メ
（
蛤
）
が
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
傷
口
に
「
母

の
乳
を
塗
」
る
と
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
が
「
麗
し
き
壮
夫
」
と
し
て
復
活
し
て
、
再
び
出
歩
く
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る（

11
（

。
仏
像
か
ら
乳
が

出
る
話
が
あ
っ
た
が
、『
古
事
記
』
神
話
は
そ
れ
と
比
較
で
き
よ
う
。

　

ハ
、
涙
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『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡
条
に
よ
る
と
、「
神
嶋
。
…
こ
の
嶋
の
西
の
辺
に
、
石
神
在
す
。
形
、
仏
の
み
像
に
似
た
り
。
故
れ
、

因
り
て
名
と
為
す
。
こ
の
神
の
顔
に
、
五
色
の
玉
あ
り
。
ま
た
、
胸
に
流
る
る
涙
あ
り
。
是
も
亦
五
色
な
り
。
泣
く
所
以
は
、
品
太

の
天
皇
の
み
世
に
、
新
羅
の
客
来
朝
け
り
。
す
な
は
ち
こ
の
神
の
奇
偉
し
き
を
見
て
、
非
常
之
珍
の
玉
と
為
ひ
、
そ
の
面
の
色
を
屠く

じ

り
て
そ
の
一
瞳
を
掘
り
き
。
神
、
由
り
て
泣
く
。
…
」
と
あ
る
。
神
嶋
（
播
磨
灘
の
家
島
諸
島
）
の
西
辺
に
石
神
が
い
る
。
形
は
仏

像
に
似
る
。
こ
の
神
の
顔
に
五
色
の
玉
が
あ
り
、
胸
に
流
れ
る
涙
が
あ
る
。
泣
く
理
由
は
、
品
太
天
皇
（
応
神
）
の
世
、
新
羅
人
が

来
朝
し
た
際
、
神
の
立
派
な
様
子
を
見
て
、
す
ば
ら
し
い
玉
が
あ
る
と
思
い
、
顔
面
の
色
と
眼
球
も
え
ぐ
り
取
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、

神
は
涙
を
流
し
た
と
あ
る
。

　

現
在
、
こ
の
島
（
上
島
）
に
は
、「
人
面
岩
」
と
い
う
白
っ
ぽ
い
巨
岩
が
あ
り
、
人
の
顔
に
見
え
る
と
い
う
。
こ
の
岩
の
存
在
が

最
初
に
あ
っ
て
、「
新
羅
の
客
」
云
々
と
い
う
伝
承
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
人
々
の
豊
か
な
想
像
力
に
触
れ
る
思
い
が

す
る
。

　

な
お
、
日
本
の
神
々
は
姿
形
が
見
え
な
い
と
先
に
指
摘
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
補
足
し
て
お
く
。
た
と
え
ば
、
上
島
の
「
人

面
岩
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、
神
の
場
合
、
仏
像
の
よ
う
に
は
じ
め
か
ら
人
の
よ
う
な
姿
形
を
も
つ
神
が
信
仰
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。「
人
面
岩
」
と
は
、
本
来
、
神
が
よ
り
つ
く
磐
座
で
、
神
の
形
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
の
時
代
に
そ
れ
を
『
風
土
記
』

の
よ
う
に
、
仏
像
に
似
て
い
る
と
か
、
神
の
顔
面
だ
と
か
、
人
々
が
想
像
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
乳
の
と
こ
ろ
の
ウ
ム
ガ
ヒ
ヒ
メ
も
同

様
で
、
母
乳
を
出
し
て
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
傷
口
に
塗
っ
た
と
あ
る
の
で
、
女
神
と
母
乳
と
の
関
係
が
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
が
、
順
番
は

逆
で
、
蛤
か
ら
出
る
汁
を
母
乳
に
見
立
て
て
、
そ
の
上
で
母
乳
を
出
す
ウ
ム
ガ
ヒ
ヒ
メ
と
い
う
よ
う
に
神
話
が
展
開
し
た
と
考
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
カ
グ
ツ
チ
の
場
合
も
、
こ
の
神
話
の
最
初
の
段
階
に
、
火
山
噴
火
で
溶
岩
や
火
が
周
囲
に
飛
び
散
る
と
い
う
現
象

が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
神
話
化
し
て
い
る
と
み
る
の
が
よ
い
。
は
じ
め
か
ら
、
人
間
の
よ
う
な
姿
形
を
し
た
神
が
首
を
斬
ら
れ
て
、
血

が
ほ
と
ば
し
り
出
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

ニ
、
動
く
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す
で
に
指
摘
し
た
通
り
、
仏
像
が
動
く
例
は
多
々
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
仏
像
だ
け
の
振
舞
い
で
は
な
か
っ
た
。『
常
陸
国

風
土
記
』
筑
波
郡
条
で
、「
神
祖
の
尊
」
が
諸
の
神
の
所
を
巡
行
す
る
。「
駿
河
の
国
福
慈
の
岳
」（
富
士
山
）
に
着
く
と
、
日
暮
れ

に
な
っ
た
の
で
、
宿
を
頼
ん
だ
が
、
富
士
山
は
宿
を
断
っ
た
。
そ
こ
で
、「
筑
波
の
岳
」
に
宿
を
乞
う
と
、
筑
波
山
は
食
事
を
設
け

て
神
を
も
て
な
し
た
と
い
う
話
。「
神
祖
の
神
」
は
日
暮
れ
に
富
士
山
と
筑
波
山
を
来
訪
し
た
と
あ
る
。
来
訪
神
（
動
く
）
と
い
う

の
は
、
日
本
の
神
の
属
性
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
も
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た（

1（
（

。

　

ホ
、
火
事
の
時
に
飛
び
出
す

　

天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
九
月
二
三
日
、
子
刻
、
内
裏
で
火
事
が
あ
り
、
内
侍
所
の
神
鏡
は
「
飛
び
出
て
南
殿
前
の
桜
に
著
く
。
小

野
宮
大
臣
警
を
称
す
。
神
鏡
下
り
て
其
の
袖
に
入
る
」
と
あ
る
（『
江
家
次
第
』
一
一
）。
こ
れ
は
仏
像
が
火
事
の
時
に
外
に
飛
び
出

す
と
い
う
の
と
比
較
さ
れ
よ
う
。

　

ヘ
、
人
間
と
性
交
す
る

　

仏
像
と
人
間
の
性
交
に
対
応
す
る
の
が
、『
古
事
記
』
中
（
崇
神
）
の
三
輪
山
伝
承
で
、
イ
ク
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
の
も
と
に
、
夜
半

に
男
が
訪
れ
、
ヒ
メ
は
懐
妊
す
る
。
ヒ
メ
の
両
親
は
男
の
素
性
を
知
ろ
う
と
、
麻
糸
を
針
に
通
し
て
男
の
衣
の
裾
に
刺
す
よ
う
、
ヒ

メ
に
教
え
る
。
夜
明
け
に
見
る
と
、
糸
は
戸
の
鉤
穴
を
通
り
「
美
和
山
に
至
り
而
神
社
に
留
り
き
。
故
、
其
の
神
の
子
と
は
知
り
ぬ
」。

こ
れ
に
よ
り
、
男
の
正
体
が
神
と
知
ら
れ
た
と
い
う
神
と
人
間
の
神
婚
伝
承
が
あ
る
。

　

ト
、
光
る

『
古
事
記
』
上
の
出
雲
神
話
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
神
話
が
あ
る
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
と
が
共
に
国
作
り
を
行
っ

て
い
た
が
、
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
は
常
世
国
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
吾
独
の
み
し
て
何
に
か
能
く
此
の
国
を
作
り
得

む
」
と
い
う
と
、
海
を
照
ら
し
て
近
付
い
て
く
る
神
が
あ
っ
た
。
そ
の
神
は
「
能
く
我
が
前
を
治
め
者
、
吾
能
く
共
与
に
相
作
り
成

さ
む
。
若
し
然
ら
不
者
、
国
成
り
難
け
む
」
と
い
う
。
そ
こ
で
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
然
あ
ら
者
治
め
奉
る
状
は
奈
何
」
と
い
う
と
、

「
吾
者
、
倭
之
青
垣
の
東
の
山
の
上
に
伊
都
岐
奉
れ
」
と
答
え
、
こ
の
神
こ
そ
、「
御
諸
山
」（
三
輪
山
）
に
鎮
座
す
る
神
だ
と
あ
る
。
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海
を
照
ら
し
て
近
付
い
て
く
る
神
と
雷
に
当
た
っ
て
樟
木
が
漂
着
す
る
話
（〔
史
料
（（
〕）
と
は
パ
ラ
レ
ル
の
関
係
に
あ
ろ
う
。

　

チ
、
声
を
出
す

　

雄
略
天
皇
が
葛
城
山
に
行
幸
し
た
と
こ
ろ
、
ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
が
天
皇
の
前
に
現
れ
、「
吾
者
悪
事
な
れ
雖
一
言
、
善
事
な
れ
雖
一
言
、

言
ひ
離
つ
神
。
葛
城
一
言
主
之
大
神
者
也
」
と
名
乗
っ
た
（『
古
事
記
』
下
〈
雄
略
〉）。
ヒ
ト
コ
ト
ヌ
シ
と
は
一
言
で
託
宣
す
る
と
い

う
意
味
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
神
が
声
を
出
す
例
で
あ
る
が
、
仏
像
が
声
を
出
す
例
で
も
、「
痛
き
か
な
、
痛
き
か
な
」（〔
史
料
（（
〕）、

「
嗚
呼
、
痛
く
踰
む
こ
と
莫
れ
」（〔
史
料
（（
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
一
言
の
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
れ
と
神
の
託
宣
の
一
言
と
は
対
応
し

よ
う
。
な
お
、
託
宣
に
は
審
神
者
と
い
う
仲
介
者
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
託
宣
の
言
葉
は
一
言
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
人
々

に
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
た
仲
介
役
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う（

11
（

。

　

リ
、
形
を
か
え
る

『
日
本
霊
異
記
』
下
―
三
一
に
よ
る
と
、
美
濃
国
方
県
郡
の
あ
る
女
は
、
二
〇
歳
過
ぎ
て
結
婚
も
し
な
い
の
に
、
懐
妊
し
た
。
そ

れ
か
ら
三
年
経
て
、
二
つ
の
石
を
生
ん
だ
。
五
寸
四
方
大
き
さ
で
、
一
つ
は
青
白
の
ま
だ
ら
、
一
つ
は
青
色
で
あ
っ
た
。
こ
の
石
は

毎
年
大
き
く
な
っ
て
い
っ
た
。
石
が
形
を
変
え
る
、
成
長
す
る
と
い
う
話
で
、
伊
奈
波
の
神
が
託
宣
し
て
「
其
の
産
め
る
二
つ
の
石

は
、
是
は
我
が
子
な
り
」
と
告
げ
た
と
あ
る
。
先
述
の
寺
や
仏
像
が
形
を
変
え
る
（〔
史
料
（（
〕）
と
対
応
し
よ
う
。

（
3
）
小
結

　

以
上
、
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　

第
一
と
し
て
、
古
代
（
中
世
）
の
仏
像
の
不
思
議
は
、
仏
像
の
汗
・
血
・
乳
・
涙
以
下
、
多
様
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
人
々
の
祈

り
に
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
異
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
仏
像
が
自
ら
存
在
感
を
示
す
も
の
で
あ
り
と
様
々

で
あ
る
が
、
仏
像
が
彫
像
と
し
て
の
み
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

第
二
に
、「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
は
生
ま
身
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
、
造
形
化
さ
れ
な
い
神
の
不
思
議
と
も
交
錯
す
る
こ
と
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に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
仏
像
も
神
と
同
様
、
人
々
の
前
に
異
界
の
不
思
議
の
力
を
現
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
古
代

（
中
世
）
の
人
々
の
間
は
、
そ
う
し
た
信
仰
の
中
に
生
き
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

第
三
に
、
以
上
の
よ
う
な
「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
が
、
現
代
の
博
物
館
で
は
美
術
品
と
し
て
鑑
賞
の
対
象
と
な
り
、
異
界
性
を
喪

失
し
て
、
不
思
議
を
現
さ
な
い
存
在
に
な
っ
た
。
仏
像
は
時
代
毎
に
様
式
や
素
材
が
変
化
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
仏
像
へ

の
心
性
も
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

四
、
お
わ
り
に

―
「
立
ち
す
く
み
」

―

　

最
後
に
、
仏
像
の
忌
詞
「
立
ち
す
く
み
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
忌
詞
と
は
、
神
祇
祭
祀
の
場
で
仏
教
や
身
体
に
関
わ
る

詞
を
他
の
詞
で
代
用
す
る
語
を
指
す
。
た
と
え
ば
、
仏
は
「
中
子
」（『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』、『
延
喜
式
』
五
〈
斎
宮
〉）
と
い
う
が
、「
仏

は
常
に
堂
や
厨
子
の
内
部
に
安
置
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、
ナ
カ
ゴ
と
い
ふ
別
名
で
呼
び
得
た
と
考
へ
ら
れ
る（

11
（

」
と
説
明
さ
れ
る
。
伊
勢

神
宮
や
斎
宮
で
は
仏
像
を
中
子
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
タ
ブ
ー
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』（
八

〇
四
年
）
や
『
延
喜
式
』
の
時
代
に
は
、
伊
勢
神
宮
や
斎
宮
に
も
仏
教
が
入
り
込
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え
よ
う
。
忌
詞
と
し
て
は
、

他
に
経
は
染
紙
、
塔
は
阿
良
良
岐
、
寺
は
瓦
葺
、
僧
は
髪
長
、
尼
は
女
髪
長
な
ど
と
あ
っ
た
（『
延
喜
式
』
五
〈
斎
宮
〉）。

　

平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
の
史
料
に
、
仏
に
対
し
て
「
立
ち
す
く
み
」
と
い
う
忌
詞
が
出
て
く
る
。「
立
ち
す
く
み
」
の
最
初
は
、

一
二
世
紀
後
半
の
『
天
照
皇
太
神
儀
軌
』
の
よ
う
で
あ
る
（『
天
照
皇
太
神
儀
軌
』
に
は
「
立
強
」
と
あ
り
、「
タ
チ
コ
ハ
リ
」
と
い
う
訓

が
あ
る
が
、「
立
ち
す
く
み
」
と
意
味
は
同
じ
）。
そ
れ
以
前
は
い
つ
ま
で
遡
る
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
以
後
、
一
三
世
紀
代
の
も
の
と

し
て
は
、『
弘
長
元
年
伊
勢
勅
使
部
類
記
』、『
倭
姫
命
世
紀
』、『
沙
石
集
』、
一
五
世
紀
代
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
と
し

て
の
『
花
鳥
余
情
』、
さ
ら
に
は
、
近
世
の
林
羅
山
の
『
本
朝
神
社
考
』、
山
﨑
闇
斎
の
『
大
和
小
学
』、
久
志
本
常
彰
の
『
忌
詞
内

外
七
言
集
成
』
ま
で
続
く
。
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で
は
、「
立
ち
す
く
み
」
と
は
何
か
。『
扶
桑
略
記
』
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
一
二
月
五
日
条
に
以
下
の
記
事
が
あ
る
。
即
ち
、
天

暦
の
頃
、
浄
蔵
が
八
坂
寺
に
住
ん
で
い
た
際
、
強
盗
が
「
房
中
」
に
乱
入
、「
炬
を
燃
し
剣
を
抜
き
、
目
を
瞋
し
て
徒
に
立
つ
。
更

に
其
の
所
作
無
し
。
且
言
語
無
し
。
前
後
覚
へ
ず
。
稍
数
刻
を
経
る
。
…
浄
蔵
、
本
尊
に
啓
白
し
て
早
く
免
し
遣
す
べ
し
と
て
へ
り
。

時
に
賊
徒
適
尋
常
に
復
す
。
礼
を
致
し
て
共
に
去
る
」。
傍
線
箇
所
を
『
拾
遺
往
生
伝
』
中
で
は
、
強
盗
は
木
の
よ
う
に
「
強
は
り
」、

動
か
な
く
な
っ
た
。『
古
事
談
』
三
―
一
八
で
は
、
強
盗
は
そ
の
ま
ま
立
っ
て
い
て
、
動
作
も
言
語
も
な
い
、
先
後
不
覚
だ
と
あ
る
。

そ
し
て
、
一
三
世
紀
前
半
の
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
一
〇
―
四
に
至
っ
て
、
強
盗
は
「
お
の
お
の
た
ち
す
く
み
て
、
さ
ら
に
す
る
事
な

し
」
と
し
て
、「
立
ち
す
く
み
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

『
扶
桑
略
記
』
に
戻
る
と
、
八
坂
寺
に
夜
、
強
盗
が
入
っ
た
。
浄
蔵
の
僧
房
で
本
尊
に
睨
ま
れ
た
た
め
、
強
盗
は
「
立
ち
す
く
み
」

状
態
に
な
っ
た
。
浄
蔵
の
言
葉
に
従
い
、
本
尊
が
許
す
と
強
盗
は
元
通
り
に
な
り
、
逃
げ
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
以
上

か
ら
、「
立
ち
す
く
み
」
と
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
動
か
な
く
な
る
、
言
葉
も
失
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
定
の
時
間
を
経
る
と
、

元
に
戻
る
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
と
す
る
と
、
本
来
、
仏
像
も
人
間
の
よ
う
に
動
く
こ
と
も
あ
る
が
、
時
に
は
動
か
な
く
な

る
。
そ
の
よ
う
に
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仏
像
に
「
立
ち
す
く
み
」
と
い
う
忌
詞
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。「
立
ち

す
く
み
」
と
い
う
忌
詞
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
古
代
（
中
世
）
の
生
ま
身
の
仏
像
の
あ
り
様
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
な
お
、「
中
子
」
と
い
う
忌
詞
と
「
立
ち
す
く
み
」
と
の
関
係
で
あ
る
が
、「
中
子
」
は
堂
や
厨
子
の
中
で
一
時
的
に
動
か
な

く
な
っ
た
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
像
の
「
立
ち
す
く
み
」
と
い
う
忌
詞
は
、「
仏
像
以
前
」
の
仏
像
と
一
致
す
る
。
こ
の
言
葉
は
一
七
四
〇

年
の
『
忌
詞
内
外
七
言
集
成
』
ま
で
使
用
が
辿
れ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
近
世
ま
で
仏
像
は
時
に
は
動
く
と
観
念
さ
れ
て
い
た
ら
し

い
。
と
こ
ろ
が
、
現
代
人
の
多
く
は
、
仏
像
が
「
立
ち
す
く
み
」
に
あ
る
と
は
み
て
い
な
い
。
仏
像
は
ま
っ
た
く
動
く
こ
と
が
な
い

と
い
う
確
信
の
も
と
、
博
物
館
や
美
術
館
で
仏
像
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
仏
像
が
「
仏
像
」
に
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
心
性
の
変
化
の
時
期
は
「
立
ち
す
く
み
」
の
言
葉
を
手
が
か
り
に
す
る
と
、
近
世
と
近
代
の
間
に
位
置
づ
け
る
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こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

注

　
（
（
）　

環
境
と
は
開
発
・
自
然
災
害
・
気
候
変
動
ば
か
り
で
な
く
、
人
間
に
と
っ
て
身
近
な
人
間
も
も
と
よ
り
、
人
間
の
周
囲
す
べ
て
を
環

境
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
仏
像
も
人
間
に
と
っ
て
環
境
の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
（
（
）　

心
性
と
は
「
広
い
意
味
で
の
『
こ
こ
ろ
の
あ
り
よ
う
』
を
言
う
、
自
覚
さ
れ
な
い
隠
れ
た
領
域
か
ら
、
感
覚
、
感
情
、
欲
求
、
さ
ら

に
は
価
値
観
、
世
界
像
に
至
る
ま
で
の
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ヴ
ェ
ル
を
包
み
込
む
広
い
概
念
」（
二
宮
宏
之
「
社
会
史
に
お
け
る
集
合
心
性
」

〈『
二
宮
宏
之
著
作
集
』
二
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
七
九
年
〉
一
〇
二
頁
）
を
指
す
。
人
間
が
仏
像
に
ど
の
よ
う
な
心

性
を
懐
く
の
か
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
の
が
環
境
へ
の
心
性
史
で
あ
る
。

　
（
（
）　

島
田
裕
巳
『
日
本
宗
教
美
術
史
』（
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
〇
九
年
）
三
五
二
～
三
五
三
頁
。
な
お
、
碧
海
寿
広
『
仏
像
と
日
本
人
』（
中

公
新
書
、
二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
も
、
明
治
の
廃
仏
毀
釈
の
中
、
仏
像
は
博
物
館
の
中
で
文
化
財
・
美
術
品
と
し
て
再
生
さ
れ
、
以
後
、

美
術
と
信
仰
の
間
で
の
揺
れ
動
い
た
時
期
を
経
て
、
現
在
の
仏
像
へ
の
認
識
は
「
寺
院
よ
り
博
物
館
の
側
に
主
導
権
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」（
二
三
七
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
（
（
）　

仏
像
の
汗
に
つ
い
て
は
、
笹
本
正
治
『
中
世
の
災
害
予
兆
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
六
九
～
七
〇
頁
、
森
茂
暁
「
仏
像
の
汗
」

（『
日
本
歴
史
』
六
五
八
、
二
〇
〇
三
年
）、
大
喜
直
彦
『
神
や
仏
に
出
会
う
時
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
）
七
八
～
七
九
頁
参
照
。

　
（
（
）　

管
見
の
限
り
で
は
、
現
在
も
汗
を
出
す
仏
像
の
例
と
し
て
、
宮
城
県
柴
田
町
大
光
院
・
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
四
体
（
文
永
三
年
〈
一

二
六
六
〉
銘
）、
栃
木
県
宇
都
宮
市
一
向
寺
・
銅
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
応
永
一
二
年
〈
一
四
〇
五
〉
銘
）、
愛
知
県
稲
沢
市
長
光
寺
・

鋳
鉄
地
蔵
菩
薩
立
像
（
文
暦
二
年
〈
一
二
三
五
〉
銘
）
が
あ
る
。

　
（
（
）　

泣
き
不
動
の
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
は
、
梁
瀬
一
雄
「『
泣
き
不
動
』
の
説
話
」（『
説
話
文
学
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
四
年
、
初

出
一
九
四
二
年
）、
中
前
正
志
「
不
動
の
涙
」（『
神
仏
霊
験
譚
の
息
吹
き
』
臨
川
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）
な
ど
参
照
。

　
（
7
）　

大
喜
氏
は
、
中
世
の
仏
像
や
名
号
が
火
事
の
際
に
飛
び
出
し
た
り
し
て
焼
け
な
か
っ
た
事
例
を
も
と
に
、「
仏
像
は
焼
け
て
は
な
ら

な
い
、
焼
け
な
い
も
の
」
と
い
う
中
世
人
の
観
念
が
読
み
取
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
大
喜
「
焼
か
れ
る
仏
像
」〈『
中
世
び
と
の
信
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仰
社
会
史
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）
二
二
八
～
二
三
三
頁
）。
た
だ
し
、〔
史
料
7
〕
か
ら
し
て
も
、
仏
像
は
焼

け
な
い
と
い
う
観
念
は
中
世
に
な
っ
て
現
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
古
代
に
遡
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
（
8
）　

法
成
寺
の
法
会
で
百
余
体
の
絵
仏
が
供
養
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
小
右
記
』『
左
経
記
』『
日
本
紀
略
』
治
安
元
年
三
月
甲
辰
条
に

あ
る
。

　
（
9
）　

關
信
子
「〝
迎
講
阿
弥
陀
像
〟
考
Ⅰ
～
Ⅳ
」（『
仏
教
芸
術
』
二
二
一
・
二
二
三
・
二
二
四
・
二
二
八
、
一
九
九
五
～
一
九
九
六
年
）。

　
（
（0
）　

小
川
光
暘
「『
吉
野
寺
放
光
樟
像
』
の
文
化
史
的
背
景
」（『
文
化
学
年
報
』
一
三
、
一
九
六
四
年
）、
竹
居
明
男
「『
吉
野
寺
縁
起
』

の
史
料
的
価
値
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
書
紀
研
究
』
一
一
、
塙
書
房
、
一
九
七
九
年
）
守
屋
俊
彦
「
日
本
霊
異
記
上
巻
第
五
縁
小
考
」（『
日

本
古
代
の
伝
承
文
学
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）、
丸
山
顕
徳
「
漂
着
霊
木
説
話
」（『
日
本
霊
異
記
説
話
の
研
究
』

桜
楓
社
、
一
九
九
二
年
）。

　
（
（（
）　

仏
像
を
手
輿
に
載
せ
る
光
景
は
、『
因
幡
堂
縁
起
絵
巻
』
に
も
見
え
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
橘
行
平
は
、
祖
父
好
古
の
二
条
京
極
の

家
に
あ
る
持
仏
堂
に
、
因
幡
国
か
ら
飛
来
し
た
薬
師
如
来
像
を
移
し
た
（
詞
書
）
と
あ
る
が
、
絵
に
は
手
輿
に
載
せ
ら
れ
僧
に
よ
っ
て

運
ば
れ
る
薬
師
如
来
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
（
（（
）　

宝
誌
和
尚
立
像
に
つ
い
て
は
、
毛
利
久
「
宝
誌
和
尚
像
」（『
日
本
仏
像
史
研
究
』
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
、
初
出
一
九
五
八
年
）、

荒
木
浩
「
二
重
の
顔
」（『
日
本
文
学　

二
重
の
顔
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
参
照
。

　
（
（（
）　

内
田
啓
一
「
仏
画
に
お
け
る
生
身
性
に
つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
（
第
三
分
冊
）』
五
七
、
二
〇
一
二
年
）

三
三
頁
。

　
（
（（
）　

奥
健
夫
「
生
身
仏
像
論
」（『
講
座
日
本
美
術
史
』
四
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
）
三
一
六
頁
。

　
（
（（
）　

大
喜
、
前
掲
（
（
）
七
九
頁
。

　
（
（（
）　

内
田
、
前
掲
（
（（
）
三
四
頁
。
そ
の
他
、
金
沢
邦
夫
「
歯
吹
如
来
像
の
表
現
と
そ
の
意
義
」（『
美
術
史
研
究
』
一
〇
、
一
九
七
三
年
）、

阿
部
泰
郎
「
生
身
と
流
血
」（『
仏
教
美
術
に
お
け
る
身
体
観
と
身
体
表
現
』
上
野
記
念
財
団
助
成
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
）、
奥
「
裸

形
着
装
像
の
成
立
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
八
九
、
二
〇
〇
四
年
）、
奥
「
仏
像
と
人
体
」（『
東
京
大
学
次
世
代
開
発
セ
ン
タ
ー
紀
要

文
化
交
流
研
究
』
二
〇
、
二
〇
〇
七
年
）、
阿
部
「『
生
身
』
を
め
ぐ
る
思
想
・
造
型
と
説
話
」（『
説
話
文
学
研
究
』
四
三
、
二
〇
〇
八
年
）、
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生
駒
哲
郎
「
重
源
の
勧
進
活
動
と
生
身
の
大
仏
」（
同
上
）、
奥
「
仏
像
の
生
身
化
に
つ
い
て
」（
同
上
）、
稲
垣
泰
一
「
説
話
文
学
に
お

け
る
生
身
譚
」（
同
上
）、
山
本
勉
「
生
身
仏
」（『
清
泉
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
年
報
』
一
九
、
二
〇
一
一
年
）、
弥
永
信

美
「
生
き
て
い
る
仏
像
」（『
現
代
思
想
』
一
四
―
一
六
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

　
（
（7
）　

内
田
、
前
掲
（
（（
）
三
六
～
五
一
頁
。

　
（
（8
）　

仏
像
（
絵
像
）
の
不
思
議
は
、
彫
像
（
絵
巻
物
）
に
も
見
出
さ
れ
る
。
主
な
も
の
を
制
作
年
代
と
特
徴
と
と
も
に
挙
げ
て
お
く
。

　

仏
像
が
動
く
例
と
し
て
、
兵
庫
県
宝
塚
市
中
山
寺
の
十
一
面
観
音
立
像
（
八
世
紀
、
腹
部
が
せ
り
出
し
、
右
足
親
指
を
跳
ね
上
げ
て

い
る
）、
三
重
県
津
市
瀬
古
区
の
十
一
面
観
音
立
像
（
九
世
紀
、
右
足
の
踵
を
上
げ
る
）、
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
の
阿
弥
陀
如
来

像
の
両
脇
侍
像
（
九
世
紀
、
片
足
を
斜
め
後
ろ
に
上
げ
る
）、
京
都
市
左
京
区
禅
林
寺
の
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
鎌
倉
時
代
、
後
ろ
を
振

り
返
る
「
見
返
り
阿
弥
陀
」）、
奈
良
県
斑
鳩
町
勝
林
寺
の
十
一
面
観
音
菩
薩
像
（
九
世
紀
、
足
を
踏
み
出
す
）、
奈
良
県
桜
井
市
長
谷

寺
の
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
（
一
三
世
紀
、
右
手
に
錫
杖
を
も
ち
、
右
足
を
少
し
前
に
踏
み
出
す
）、
京
都
市
右
京
区
清
凉
寺
の
『
清

凉
寺
縁
起
絵
巻
』（
一
六
世
紀
、
本
物
の
釈
迦
像
と
模
刻
像
と
が
夜
に
動
い
て
入
れ
替
わ
る
）、
京
都
市
下
京
区
因
幡
堂
（
平
等
寺
）
の
『
因

幡
堂
縁
起
絵
巻
』（
一
四
世
紀
、
薬
師
如
来
像
は
因
幡
国
守
橘
行
平
を
追
っ
て
、
都
の
行
平
邸
に
飛
来
す
る
）。

　

火
事
の
時
に
飛
び
出
す
（
光
る
）
例
で
は
、
滋
賀
県
大
津
市
石
山
寺
の
『
石
山
寺
縁
起
絵
巻
』
四
（
一
四
世
紀
、
承
暦
二
年
〈
一
〇

七
八
〉、
石
山
寺
本
堂
が
火
事
で
焼
け
た
際
、
本
尊
が
飛
び
出
し
、
池
の
中
島
の
柳
の
上
に
留
ま
り
、
光
っ
た
）。

　

高
僧
が
光
る
ケ
ー
ス
で
は
、
京
都
市
東
山
区
知
恩
院
の
『
法
然
上
人
絵
伝
』
八
（
一
四
世
紀
、
燈
火
の
な
い
暗
い
夜
、
法
然
は
両
眼

か
ら
光
を
発
し
て
経
典
を
読
む
）。

　

仏
像
が
声
を
出
す
例
は
、
京
都
市
東
山
区
六
波
羅
蜜
寺
の
空
也
上
人
像
（
鎌
倉
時
代
、
念
仏
を
唱
え
る
）。

　
（
（9
）　

カ
グ
ツ
チ
神
話
を
火
山
噴
火
と
み
る
説
に
つ
い
て
は
、
松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究
』
第
二
巻
（
培
風
館
、
一
九
五
五
年
）
三
五

四
～
三
八
五
頁
参
照
。
最
近
で
は
、
保
立
道
久
氏
が
カ
グ
ツ
チ
を
火
山
神
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（〈『
か
ぐ
や
姫
と
王
権
神
話
』
洋
泉
社

新
書
、
二
〇
一
〇
年
〉
七
三
～
七
四
頁
）。

　
（
（0
）　

守
屋
「
母
の
甜
き
乳
」（『
日
本
霊
異
記
の
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
一
九
七
四
年
、
初
出
一
九
七
一
年
）
八
五
～
八
六
頁
、
新
谷
正
雄
「
ち

【
霊
・
乳
】」（
多
田
一
臣
編
『
万
葉
語
誌
』
筑
摩
選
書
、
二
〇
一
四
年
）。
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（
（（
）　

神
の
来
訪
に
つ
い
て
は
、
折
口
信
夫
氏
の
マ
レ
ビ
ト
神
の
信
仰
（「
国
文
学
の
発
生
（
第
三
稿
）」〈『
折
口
信
夫
全
集
』
一
、
中
央
公

論
社
、
一
九
五
四
年
、
初
出
一
九
二
九
年
〉）
や
堀
一
郎
氏
の
遊
幸
神
説
（「
古
代
伝
承
お
よ
び
信
仰
に
現
れ
た
る
遊
幸
思
想
」〈『
堀
一

郎
著
作
集
』
四
、
未
来
社
、
一
九
八
一
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
な
ど
が
参
照
さ
れ
る
。

　
（
（（
）　

西
口
順
子
氏
は
、
託
宣
に
お
け
る
よ
り
ま
し
（
託
宣
を
受
け
る
）
と
審
神
者
（
神
託
を
通
訳
す
る
）
と
の
関
係
は
、
往
生
の
際
の
病

者
（
往
生
人
）
と
病
者
に
「
ど
の
よ
う
な
境
界
が
見
え
る
か
」
を
詰
問
す
る
看
病
人
と
の
関
係
（『
往
生
要
集
』
中
、
大
文
第
六
、
臨

終
の
行
儀
）
に
対
応
す
る
と
さ
れ
た
（「
浄
土
願
生
者
の
苦
悩
」〈『
平
安
時
代
の
寺
院
と
民
衆
』
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
一
九

六
八
年
〉
二
五
三
～
二
五
七
頁
）。
よ
り
ま
し
と
審
神
者
、
往
生
人
と
看
病
人
の
関
係
に
注
目
し
た
い
。

　
（
（（
）　

西
宮
一
民
「
斎
宮
の
忌
詞
に
つ
い
て
」（『
上
代
祭
祀
と
言
語
』
桜
楓
社
、
一
九
九
〇
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）
二
九
九
頁
。

　
（
付
記
）
近
森
正
氏
は
「
島
が
島
に
な
っ
た
島
の
歴
史
」（『
史
学
』
八
八
―
一
、
二
〇
一
八
年
）
に
お
い
て
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
住
民
は
自

分
の
住
む
島
を
島
と
は
い
わ
ず
、
大
地
と
呼
ぶ
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
植
民
地
化
が
始
ま
る
と
、
島
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
領
有

す
る
島
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
島
の
認
識
を
め
ぐ
る
論
は
、
仏
像
へ
の
心
性
を
扱
っ
た
本
稿
に
参
考
と
な
っ
た
こ
と
を
付
記
さ

せ
て
頂
く
。
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